台湾人・彭盛木の生涯  ──東亜同文書院第23期卒業生── by 千賀 新三郎






















                                                        
1 許雪姫著、杉本史子訳「日本統治期における台湾人の中国での活動－満洲国と汪精衛政権にいた人々を例






















































                                                        











































































                                                        
4 1931 年 3 月退職予定であった坂本義孝教授はキリスト教徒であり、これと著名なキリスト教運動家賀川豊
彦の東亜同文書院での講演は何かしら関連があると考える。
5 立命館大学教授金丸裕一氏所蔵『上海青年』第 31 巻第 9 期（1931 年 3 月 4 日）による。




















































































































































                                                        







































































                                                        
8 『外交時報』第 889 号、昭和 16 年 7 月 15 日号。
9「上海テロ団総検挙（藍衣社上海区壊滅）」（『外交時報』第 889 号、昭和 16 年 12 月 15 日号）、「上海テロ団
全く壊滅」（『支那時報』第 36 巻第 1 号、1942 年 1 月 1 日）
10 「財政部参事 彭盛木免職」（「国民政府令」民国 31 年 6 月 5日、『国民政府公報』第 340 号、民国 31 年 6月
10 日）、「任命 彭盛木 財政部簡任專員」（「国民政府指令」第 382 号、民国 31 年 7 月 4 日、『国民政府公
報』第 353 号、民国 31 年 7月 10 日） 
11 原著は楊蔭溥著『経済新聞読法』



































































                                                        
13 本文に「昨夏院命により広東省梅県へ客家の研究について隻身旅途についた〔略〕余が祖先墳墓之地
〔略〕余は客家の生まれである」（82 頁）とあることから、彭盛木が客家出身であることがわかる。



















































                                                        
8 『外交時報』第 889 号、昭和 16 年 7 月 15 日号。
9「上海テロ団総検挙（藍衣社上海区壊滅）」（『外交時報』第 889 号、昭和 16 年 12 月 15 日号）、「上海テロ団
全く壊滅」（『支那時報』第 36 巻第 1 号、1942 年 1 月 1 日）
10 「財政部参事 彭盛木免職」（「国民政府令」民国 31 年 6 月 5日、『国民政府公報』第 340 号、民国 31 年 6月
10 日）、「任命 彭盛木 財政部簡任專員」（「国民政府指令」第 382 号、民国 31 年 7 月 4 日、『国民政府公
報』第 353 号、民国 31 年 7月 10 日） 
11 原著は楊蔭溥著『経済新聞読法』
12 彭盛木は『支那研究』の発行者名義人を第 23 号（昭和 5 年 7月 30 日）から第 33 号（昭和 9 年 3 月 30
日）まで務めている。
接見し、統税局の事務調査を指示する。
〔略〕（注）彭盛木 当時、偽財政部專員」
（479頁）
8月30日 「彭盛木が来て、昨日の統税局の
調査状況を報告する」（481頁）
 この日以降、『周仏海日記』から彭盛木の名
前は完全に消え、再び登場することはなかっ
た。
1942（昭和17 民国31）年
11月3日 彭盛木は、40歳の若さで、上海の
地で短い一生を終えた。
Ⅳ 彭盛木著作 
単著 
彭盛木訳補『支那経済記事解説（附）金融
商業用語』、東亜同文書院支那研究部、昭
和9年5月30日、昭和10年8月1日改訂再
版 11
論文 
 主として同文書院支那研究部紀要『支那研
究』12など同文書院刊行物誌上に発表したも
のを収録した。
「上海の売笑婦」（『支那研究』第18号、昭和
3年12月30日）
「南方旅行所感──客家ニ就テ──」（『華語
月刊』）（筆者未見） 
「客家に就いての研究」（『支那研究』第21号、
145
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